総社市都市計画マスタープラン素案に関する意見・提案に対する回答
【意見・提案】

①全体構想について

吉備線のＬＲＴ化は，今建設中である国道180号総社バイパスの整備改良

　推進と相容れないものであると考える。公共交通機関の充実は，できるだけ

　車を利用しない生活を目指すことができるものであるが，国道180号総社バ

　イパスは岡山までつながると聞いており，これを推進すれば，車社会から脱

　却できず，ＬＲＴ化も成功するのが難しくなるのではないか。
【回答】

全国的に超高齢社会が到来しており，このことは総社市も同じことが言え
　ます。

超高齢社会においては，公共交通の重要性がより高くなるものと考えてい
　ますが，ＬＲＴのような乗降しやすい低床型車両やバリアフリー化されたホ

　ームなど高齢者にやさしい乗り物は，特に，時代に合ったものと考え検討を

　進めております。

また，国道180号総社バイパスの整備推進についてでございますが，車は

　人だけではなく物を運ぶ大切な手段でもあります。

例えば，近年多発する未曾有の災害においては，広域道路交通網は避難経

　路や輸送経路の確保からもとても重要でありますし，岡山総社インターチェ

　ンジを有する本市にとって，近年目覚しい発展を遂げている物流業等の企業

　誘致は，本市の発展に大きく寄与するものと考えております。

このことからも，国道180号総社バイパスの整備は本市にとって重要と
考えまして，国と連携し整備の推進をしているものでございます。

　　このように，今後も公共交通と広域道路交通晶り方について充分に検討
を行い，都市計画を進めてまいりたいと考えておりますので，ご理解の程よ

ろしくお願い申し上げます。
【意見・提案】

　②全体構想について

企業立地も大切であるが，そのために周辺住民の生活環境（騒音，大気汚

　染等）が犠牲になっているのではないか。単に雇用が増えたとか，税収が増

　えたとか，ぬか喜びするのではなく，こういった人々のこれまでの生活環境

　を守るため最大限の配慮を行い，その人たちの犠牲のうえに成り立っている

　ことを考えながら，進めるべきである。
【回答】

「市民の皆様が快適に暮らせるように街づくりを計画的に行う。」このこ

とが都市計画マスタープランを策定する意義と言える部分であります。

　　そのため，都市計画マスタープランでは，都市の景観や環境などについて

も充分に取り組みを行うこととしております。

　　ご意見をいただきました企業誘致に伴う周辺環境への影響につきまして

も，新規開発事業における環境アセスメントの徹底など，環境配慮の視点が

重視され，生活をされている方々の生活環境との調和が充分に保てるよう考

慮し，企業誘致を行っていくようにいたしますので，ご協力の程よろしくお
願い申し上げます。

